
■柳川市観光まちづくり推進委員会　キーワード集 資料３

第１回（７月）

総論～

情報発信と誘客

情報発信

第２回（８月）

各論～

評価/検討/優先順位

具体・地元 ①具体化/選択

②新しい時代の中で

新しい柳川を発信する

・第三者の評価がほしい

・数値ではかれるものはほしい

力が分散していないか？

プラットホーム事業もいいが、市

着地型観光を

一つのパンフレットに

落とす
ex.久留米まち旅/九州さるく

どんこビアいい

たくさん事業がある割には、

はじめて聞くのも多い・・・

定期プレスリリースは？

→現状として

■知ってもらうことの重要性

我々からの資料より、メディアに

載ること

大学生がまち歩きをして指摘

■定期イベントにも、新しい観点

を見出す

○体験モニターツアーや、

よかばんもー商品で

新しい柳川を発信する

新しい戦略

③インバウンド

山険し/受け入れ態勢

まず地元が楽しむ
まず地元が喜ぶ

そして、宿泊につながる

とにかく

具体例一つ

プラットホ ム事業もいいが、市

全体の産業間の連携が必要

主に３団体？調整は？

母体同士で、調整すべき

マスメディアに着地させる

これだけは、一緒にやろう

よ！というものがいる！

一緒にやってる気がしない

似た集まりが

多すぎる！！

思いは確かに分かるけど

もったいない

どんこジャズ、とかいいｅｘ.大学生がまち歩きをして指摘

したとか

新聞社と顔が浮かぶ関係をつくる

どういう記者に、どんな記事を書

いてもらうというイメージを持つ。

地元の人も知らない！

← 新聞で知る

マスメディア

ｅｘ.メディアは新しいことを求め

ている

どうやったら、記事になるか？

マスメディアと

ソーシャルメディアは両輪

いろんなメディアに拡げる

マーケティングは？
○夜の柳川 夕食、商店街

どう組み合わせるか？

一つひとつを、地に足をつけ

てやっていく

一緒にやってる気がしない

この委員会で、コレ！

と提言してほしい！

■ｔｗｉｔｔｅｒ・ｆａｃｅｂｏｏｋ
つながっている人との情報のやり

取り 市民に発信してもらう

観光と市民の距離を縮める

※黄色文字については、事務局としてキーワードと思われる部分。

市が情報発

信という役割

マスメディア
な ィ 拡げ

ＮＨＫ地域

番組に応募

し続ける

取り

ｅｘ.鳥取に行きたい！

ソーシャルメディア

震災後の人と人とのつながり

小さいが濃い、拡散あっという間

いい写真だけで、１万人がビュー

市民に発信してもらう

心から楽しんだこ

とが外に伝わる

観光振興

チームなど、

地元が企画

雛祭りも最初は、やる側が楽しんで

いた。今は、何となく義務感ｆａｃｅｂｏｏｋ講座とか


